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統一データフォーマットとドライブレコーダの標準仕様の検討（案） 

 

 

１．統一データフォーマット 

 昨年度に検討された事故分析用のドライブレコーダ標準仕様（素案）をベースにドラ

イブレコーダの統一データフォーマットを検討する。所得可能なデータ項目は、①ドラ

イブレコーダから提供できるもの、②データベース提供者が事後的に提供できるものと

に大別する。 

 

データベース簡易モデル構築を念頭におけば、現行のドライブレコーダモデルから取

得できるデータが基本となる。ただし、事故分析を主目的にするのであれば、現行モデ

ルから取得できるデータに限定せず、取得すべきデータ項目をある程度広範囲に検討す

ることもできる。なお、データベースの運用開始時期によっては、標準仕様化されたド

ライブレコーダと同等のデータを取得できる可能性がある。 

 また、統一データフォーマットへの出力ソフトは、ドライブレコーダメーカーから提

供されることを前提としている。そのため、それぞれのメーカーにとって、当該変換ソ

フト開発がコスト負担となる。さらに、現在販売されているモデルから変換ソフトがリ

リースするべきか、もしくは次期モデルからとなるのかについて方向性を検討しておく

必要がある。 

 

事故分析等の利用目的に応じてデータ項目等の検討を行うため、検討会でのご意見・

ご指摘に加え、下記の機関等にインタビューを行うこととする。 

 

 

【インタビュー想定先機関】 

・事故分析等の活用が想定される４機関 

 

 【インタビューの項目（案）】 

    ○全体的な考え方 

     ・事故分析を主目的とした場合、昨年度報告書に記載されている必須項目、

追加項目のデータ項目のみでよいか、また、追加項目から必須項目に変更

するデータ項目はないか 

・事故分析を主目的とした場合、データはイベント型に限定してよいか（連

続的にデータを記録している機器の取り扱いの是非） 

 →（事務局案）イベント型に限定する 
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    ○映像に関する考え方 

・複数のカメラを設置している場合、前方の映像のみでよいか、また、複

数映像を切り分けられない機種が存在した場合、そのの取り扱いをどの様

にすべきか 

・事故分析を行うために必要な映像の時間（イベント前○○秒、後○○秒） 

・     〃    〃  映像の解像度、画角、カラー 

・     〃    〃  映像のフレームレート（１秒間○○コマ） 

 →（事務局案）ヒアリング等により今後、判断 

 

参考 記録時間と記録可能距離（メートル）の関係 

10 12 15 20 25
10 28 33 42 56 69
20 56 67 83 111 139
30 83 100 125 167 208
40 111 133 167 222 278
50 139 167 208 278 347
60 167 200 250 333 417
70 194 233 292 389 486
80 222 267 333 444 556
90 250 300 375 500 625
100 278 333 417 556 694

イベント前の記録時間（秒）

速度
（km/h）

 

参考 フレーム間の移動距離（メートル）の関係 

10 15 20 25 30
10 0.28 0.19 0.14 0.11 0.09
20 0.56 0.37 0.28 0.22 0.19
30 0.83 0.56 0.42 0.33 0.28
40 1.11 0.74 0.56 0.44 0.37
50 1.39 0.93 0.69 0.56 0.46
60 1.67 1.11 0.83 0.67 0.56
70 1.94 1.30 0.97 0.78 0.65
80 2.22 1.48 1.11 0.89 0.74
90 2.50 1.67 1.25 1.00 0.83
100 2.78 1.85 1.39 1.11 0.93

フレームレート（フレーム／秒）

速度
（km/h）

 

 

    ○Ｇ値に関する考え方 

・トリガ設定された値（しきい値）を超えたイベント発生時のＸ、Ｙ、Ｚ

の最大３軸及び合成値の４データでよいのか、または、映像と同じ時間・

サンプリングの連続データなのか 

・Ｇ値は精度をどのように捉えるか 

 →（事務局案）最大３軸及び合成値 

映像と同じ時間・サンプリングの連続データ 

コストを考慮し、Ｇセンサーの精度は問わない 
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    ○速度に関する考え方 

・事故分析を行うために必要な速度の時間は、映像の時間と同じでよいか 

・     〃    〃  速度のサンプリング 

（参考：デジタコ 0.5 秒ごと、GPS は１秒ごとのデータ取得） 

 →（事務局案）映像と同じ時間・サンプリングの連続データ 

        パルス数によってノイズが乗りやすくなる可能性もある 

        速度センサーからの取得を必須（GPS は不可） 

 

    ○日時に関する考え方 

・日時は、映像記録開始またはイベント発生時の年月日・時分秒でよいか 

・時分秒のサンプリングは映像、速度のどちらかにあわせるべきかどうか 

 →（事務局案）GPS もしくは電波受信による日時の自動補正を推奨 

映像と同じ時間・サンプリングの連続データ 

 

    ○追加項目に関する考え方 

・事故分析を行うために必要な音声の時間は、映像の時間と同じでよいか 

・ブレーキ作動状況は、作動のＯＮ／ＯＦＦ信号でよいか 

・ブレーキには、主ブレーキ、補助ブレーキ、サイドブレーキ等の複数種

類があるが、どの作動状況を把握したいのか 

・方向指示器は、左、右、同時点滅のＯＮ／ＯＦＦ信号でよいか 

・位置情報（緯度、経度）の取得時間は、映像の時間と同じでよいか 

 →（事務局案）ヒアリング等により今後、判断 

ユーザーのコスト負担低減（取付費用なども含む）のた

めにも車両から容易に信号取得できることが必要 

 

    ○その他 

・IT 技術の進展、自動車からの信号取得（CAN データ）について 

例：エンジンスロットル（アクセル開度） 

エンジン回転数    ＡＢＳの作動状態 

ハンドル角度     スタビリティコントロールのオン／オフ 

車内温度、湿度    エアバッグの作動状況 等 

・デジタル式運行記録計との関係について 

 →（事務局案）ヒアリング等により今後、判断 

自動車機器の開発、挙動メカニズムの解明までを事故分

析の範囲と規定するならば、利用の範囲を限定した上で

信号取得が必要となる可能性がある 
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表１ データベース構築イメージ（昨年度報告書 P41 より抜粋） 
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２．ドライブレコーダの標準仕様の検討 

昨年度報告書に記載された『ドライブレコーダの標準仕様(素案)』をもとに、実現可

能な標準仕様について検討する。なお、標準仕様については、現行モデルを基本とする

のではなく、次世代モデルをイメージする。 

上述した統一データフォーマットは、データベースの構想・目的により策定されるた

め、標準仕様のデータ項目と相違が生じる可能性がある。また、標準仕様をガイドライ

ンあるいは型式認定基準として位置づけるのかによって、今後、各メーカーの対応が異

なる可能性がある。 

 

表２ ドラレコの標準仕様（素案）（昨年度報告書 P45 より抜粋） 
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表３ ドラレコの機器ごとの仕様一覧 

 
 

メーカー
Ｂ

メーカー
Ｄ

機種① 機種② 機種③ 機種④ 機種⑤ 機種⑥ 機種⑦ 機種⑧ 機種⑨ 機種⑩

画面
サイズ

640×400 ← 640×480 640×480 ← ← 640×400 640×480 ← 640×480

画素数
27万画素
(変更可)

←
30万画素
1/4カラー

CMOS

27万画素
1/4カラー

CCD
← ←

25.6万
画素

CMOS
カラー

27万画素
1/4カラー

ＣＣＤ
←

30万画素
CMOSｶﾗｰ

発生前
最大20秒
(変更可)

← 15秒以上 12秒 ← ← 15秒 ←

発生後
最大10秒
(変更可)

← 15秒以上 8秒 ← ← 5秒 ←

JPEG ← MPEG4 独自方式 ← ← JPEG ＪＰＥＧ ← ←

平面
90°

(変更可)
← 115° 135° ← ← 117° 130° ← 120°

垂直
70°

(変更可)
← － 105° ← ←  84° 96° ← 85°

対角 － － － － － － － 171° ← －

最大10
(変更可)

← 20 30 ← ← 30 10 ← 30

0.1秒 ← 1秒 １秒単位 ← ← 0.1秒単位 ← 0.1秒単位

2軸XY 3軸XYZ ３軸XYZ 2軸ＸＹ ← ← 3軸ＸＹＺ

3軸ＸＹＺ
分解能
0.05G
最大
2.0G

← 3軸ＸＹＺ

GPS速度
車速ﾊﾟﾙｽ

GPS速度
車速ﾊﾟﾙｽ

車速
パルス

車速
パルス

← ←
車速

パルス
車速パルス ← ←

１
方位角速度
（ﾊﾝﾄﾞﾙ操

作）
← － － ← ウインカー ウインカー ← ←

２ バック信号 ← － － 4系統 ← ブレーキ ブレーキ ← ←

３ 汎用１ｃｈ ← － － －
実車／空車
高速／一般

バック ← ←

オプション オプション － 標準 ← ←

標準
PCM(サン
プリング

8kHz、モノ
ラル16bit)

オプション ← ←

標準 ← 標準 － － 標準 標準 － － 標準

イベント／
定時／
手動

←
常時／

イベント／
駐車

イベント／
常時／
手動

← ←
イベント／

常時／
手動

イベント／
手動

イベント／
常時／
手動

←

オプション
１台

オプション
２台まで

－ －
オプション
３台まで

←
オプション
1台まで

←
オプション
4台まで

－ －
オプション
１台赤外線

－
オプション
１台赤外線

←
オプション

1台
オプション
1台赤外線

←

Gセンサー
／ジャイロ
センサー／
手動

Gセンサー
／ジャイロ
センサー／
手動

Gセンサー Ｇセンサー ← ←
Gセン
サー、外部
SW、ほか

Ｇセンサー ← ←

本体
0℃～
+70℃

-20℃～
+70℃

-10℃～
+80℃

-10℃～
+60℃

← ←
-25℃～
+70℃

-30℃～
+85℃

←
-20℃～
+70℃

カメラ
-20℃～
+50℃

-20℃～
+50℃

-10℃～
+60℃

-10℃～
+60℃

← ←
-25℃～
+70℃

-20℃～
+60℃

←
-20℃～
+70℃

本体
-20℃～
+85℃

-30℃～
+80℃

-20℃～
+80℃

-20℃～
+80℃

← ←
-30℃～
+80℃

-30℃～
+85℃

←
-20℃～
+70℃

カメラ
-25℃～
+60℃

-25℃～
+60℃

-20℃～
+80℃

-30℃～
+80℃

← ←
-25℃～
+70℃

-30℃～
+85℃

←
-20℃～
+70℃

動作温度
範囲

保存温度
範囲

外部カメラ

車内カメラ

トリガー

速度

音声

位置情報（GPS)

記録方式

オプション
操作信号
（主な外部
チャンネル）

記録フォーマット

記録時間

解像度

フレームレート
（フレーム／秒）

時刻

加速度

画角

前後あわせ
て３０秒

オプション
１台まで（合
計２台まで）

メーカーＡ メーカーＣ メーカーＥ

前後あわせ
て６０秒

ｳｨﾝｶｰ
ﾌﾞﾚｰｷ等


